
科目名 時間数 開講年次

専門分野
基礎看護技術

Ⅲ
93時間 1年後期

科目目標
　 を習得する。
　

時間 教育方法 備考

第1編　基礎看護技術

3.診療に伴う看護

　Ⅰ.診察 2 講義
　　　　　　　1.診察とは

　　　　　　　2.原則

　　　　　　　3.援助の実際

　Ⅱ.主な検査 6 講義 視聴覚教材

　　　　　A.検体検査 (2) 演習 使用

　　　　　　　1.検体検査とは,生体検査とは

　　　　　B.尿検査

　　　　　　　1.尿検査とは

　　　　　　　2.援助の基礎知識

　　　　　　　3.原則

　　　　　　　4.援助の実際

　　　　　C.便検査

　　　　　　　1.便検査とは

　　　　　　　2.援助の基礎知識

　　　　　　　3.原則

　　　　　　　4.援助の実際

　　　　　D.喀痰検査

　　　　　　　1.喀痰検査とは

　　　　　　　2.援助の基礎知識

　　　　　　　3.原則

　　　　　　　4.援助の実際

　　　　　E.咽喉分泌物検査

　　　　　　　1.咽喉分泌物検査とは

　　　　　　　2.援助の基礎知識

　　　　　　　3.原則

　　　　　　　4.援助の実際（咽喉の場合）

　　　　　F.血液検査（採血）

　　　　　　　1.血液検査とは

　　　　　　　2.援助の基礎知識

　　　　　　　3.原則

　　　　　　　4.援助の実際

　　　　　G.試験紙法による検査

　　　　　　　1.試験紙法による検査とは

　　　　　　　2.援助の基礎知識

　　　　　　　3.原則

　　　　　　　4.援助の実際

　Ⅲ.画像診断のための各種検査法 2 講義
　　　　　A.単純Ｘ線検査

　　　　　　　1.単純Ｘ線検査とは

　　　　　　　2.原則

担当講師

第1編　　河添　久美子
第2編　　 田中　槙

授業内容

・看護の実践となる患者の心理を理解し、対応のしかた、診療の補助の技術



時間 教育方法 備考授業内容

　　　　　B.造影検査

　　　　　　　1.造影検査とは

　　　　　　　2.原則

　　　　　C.Ｘ線ＣＴ検査

　　　　　　　1.Ｘ線ＣＴ検査とは

　　　　　　　2.原則

　　　　　D.磁気共鳴画像（MRI)

　　　　　　　1.磁気共鳴画像とは

　　　　　　　2.原則

　　　　　E.超音波検査

　　　　　　　1.超音波検査とは

　　　　　　　2.援助の基礎知識

　　　　　　　3.原則

　　　　　F.内視鏡検査（上部消化管内視鏡検査）

　　　　　　　1.上部消化管内視鏡検査とは

　　　　　　　2.原則

　　　　　G.内視鏡検査（下部消化管内視鏡検査）

　　　　　　　1下部消化管内視鏡検査とは

　　　　　　　2.原則

　Ⅳ.与薬 16 講義
　　　　　　　1.与薬とは (8) 演習

　　　　　　　2.援助の基礎知識

　　　　　A.経口的与薬

　　　　　　　1.経口的与薬とは

　　　　　　　2.原則

　　　　　　　3.援助の実際

　　　　　B.直腸内与薬

　　　　　　　1.直腸内与薬とは

　　　　　　　2.援助実際

　　　　　C.経皮吸収パッチ

　　　　　　　1.経皮吸収パッチとは

　　　　　　　2.原則

　　　　　　　3.援助の実際

　　　　　D.点眼

　　　　　　　1.点眼とは

　　　　　　　2.原則

　　　　　　　3.援助の実際

　　　　　E.点耳

　　　　　　　1.点耳とは

　　　　　　　2.原則

　　　　　　　3.援助の実際

　　　　　F.点鼻

　　　　　　　1.点鼻とは

　　　　　　　2.援助実際

　　　　　G.吸入

　　　　　　　1.吸入とは

　　　　　　　2.原則

　　　　　　　3.援助の実際

　　　　　H.注射法

　　　　　　　1.注射法とは

　　　　　　　2.援助の基礎知識

　　　　　Ｉ.皮下注射

　　　　　　　1.皮下注射とは

　　　　　　　2.原則



時間 教育方法 備考授業内容

　　　　　　　3.援助の実際

　　　　　Ｊ.筋肉内注射

　　　　　　　1.筋肉内注射とは

　　　　　　　2.原則

　　　　　　　3.援助の実際

　　　　　Ｋ.皮内注射

　　　　　　　1.皮内注射とは

　　　　　　　2.原則

　　　　　　　3.援助の実際

　　　　　Ｌ.静脈内注射

　　　　　　　1.静脈内注射とは

　　　　　　　2.援助の基礎知識

　　　　　　　3.援助実際

　　　　M .輸液ポンプの使用

　　　　　　　１．輸液ポンプとは

　　　　　　　２．原則

　　　　　　　３．使用の実際

　　　　　N.点滴静脈内注射

　　　　　　　1.点滴静脈内注射とは

　　　　　　　2.援助の基礎知識

　　　　　　　3.原則

　　　　　　　4.援助の実際

　Ⅴ.輸血 3 講義 視聴覚教材

　　　　　　　1.輸血療法とは 使用

　　　　　　　2.援助の基礎知識

　　　　　　　3.原則

　　　　　　　4.援助の実際(赤血球製剤を用いた輸血療法）

　Ⅵ.経管栄養法 6 講義 視聴覚教材

　　　　　　　1.経管栄養法とは (4) 演習 使用

　　　　　　　2.援助の基礎知識

　　　　　Ａ.口腔または鼻腔からのチューブの挿入と固定

　　　　　　　1.原則

　　　　　　　2.援助の実際

　　　　　Ｂ.胃瘻または腸瘻からの経管栄養法

　　　　　　　1.原則

　　　　　　　2.援助の実際

　Ⅶ.中心静脈栄養法（TPN) 2 講義 視聴覚教材

　　　　　　　1.中心静脈栄養法とは 使用

　　　　　　　2.援助の基礎知識

　　　　　Ａ.鎖骨下静脈からのカテーテルの挿入

　　　　　　　1.原則

　　　　　　　2.援助の実際

　　　　　Ｂ.静脈持続点滴の中断と再開

　　　　　　　1.静脈持続点滴の中断と再開とは

　　　　　　　2.原則

　　　　　　　3.援助の実際（ヘパリンロック、生食ロック）

　Ⅷ.罨法 4 講義
　　　　　　　1.罨法とは (2) 演習

　　　　　　　2.援助の基礎知識

　　　　　　　3.原則

　　　　　　　4.援助の実際

　Ⅸ.浣腸 4 講義 視聴覚教材

　　　　　　　1.浣腸とは (2) 使用

　　　　　　　2.援助の基礎知識 演習



時間 教育方法 備考授業内容

　　　　　　　3.原則

　　　　　　　4.援助の実際

　Ⅹ.導尿 5 講義 視聴覚教材

　　　　　　　1.導尿とは (2) 演習 使用

　　　　　　　2.援助の基礎知識

　　　　　　　3.原則

　　　　　　　4.援助の実際

　　　　　　　5.持続的導尿患者における看護上の留意点

　XI..洗浄 2 講義 視聴覚教材

　　　　A.胃洗浄 使用

　　　　　　　1.胃洗浄とは

　　　　　　　2.援助の基礎知識

　　　　　　　3.原則

　　　　　　　4.援助の実際

　　　　B.膀胱洗浄

　　　　　　　1.膀胱洗浄とは

　　　　　　　2.援助の基礎知識

　　　　　　　3.原則

　　　　　　　4.援助の実際

　XII.穿刺 4 講義
　　　　　　　1. 穿刺とは

　　　　　　　2.援助の基礎知識

　　　　　　　3.原則

　　　　Ａ. 胸腔穿刺

　　　　　　　1.胸腔穿刺とは

　　　　　　　2.援助の基礎知識

　　　　　　　3.原則

　　　　　　　4.援助の実際

　　　　Ｂ.腹腔穿刺

　　　　　　　1.腹腔穿刺とは

　　　　　　　2.原則

　　　　　　　3.援助の実際

　　　　Ｃ.腰椎穿刺

　　　　　　　1.腰椎穿刺とは

　　　　　　　2.援助の基礎知識

　　　　　　　3.原則

　　　　　　　4.援助の実際

　　　　Ｄ.骨髄穿刺

　　　　　　　1.骨髄穿刺とは

　　　　　　　2.援助の基礎知識

　　　　　　　3.原則

　　　　　　　4.援助の実際

　XIII.吸引 5 講義 視聴覚教材

　　　　　　　1.吸引とは (3) 演習 使用

　　　　　　　2.援助の基礎知識

　　　　Ａ.一時的吸引法（口腔・鼻腔内吸引、気管内吸引）

　　　　　　　1.一時的吸引法とは

　　　　　　　2.原則

　　　　　　　3.援助の実際（口腔・鼻腔内吸引）

　　　　Ｂ.持続的吸引法（胸腔内持続吸引）

　　　　　　　1.持続的吸引法とは

　　　　　　　2.原則

　　　　　　　3.援助の実際

　XIV.吸入 4 講義



時間 教育方法 備考授業内容

　　　　A.噴霧吸入（ジェットネブライザー） (1) 演習

　　　　　　　1.噴霧吸入とは

　　　　　　　2.原則

　　　　　　　3.援助の実際

　　　　Ｂ.薬液噴霧（超音波ネブライザー）

　　　　　　　1.超音波ネブライザーによる薬液噴霧とは

　　　　　　　2.援助の実際

　　　　Ｃ. 酸素吸入

　　　　　　　1.酸素吸入とは

　　　　　　　2.援助の基礎知識

　　　　　　　3.原則

　　　　　　　4.援助の実際

　　　　　　　5.その他の酸素吸入法

　XV.創傷管理と包帯法 4 講義 視聴覚教材

　　　　A.創傷の処置 (2) 演習 使用

　　　　B.包帯法

　　　　　　　1.包帯法とは
　　　　　　　2.援助の基礎知識

　　　　　　　3.原則

　　　　C.巻軸帯

　　　　　　　1.巻軸帯とは
　　　　　　　2.援助の基礎知識

　　　　D.三角巾

　XVI.診療・処置に用いられる物品の種類と取り扱い方 1 講義
　　　　A.ディスポーザブル（使い捨て）製品

　　　　　　　1.ディスポーザブル製品とは

　　　　　　　2.基礎知識

　　　　B.ゴム製品

　　　　　　　1.ゴム製品とは

　　　　　　　2.基礎知識

　　　　C.金属製品

　　　　　　　1.金属製品とは

　　　　　　　2.基礎知識

　　　　D.中央滅菌材料室

　　　　　　　1.中央滅菌材料室とは

　　　　　　　2.基礎知識

　付章　看取りのケア

　　　　　　　１．看取りのケアとは

　　　　　　　２．遺族へのケアとは

　　　　　　　３．援助の基礎知識　

　　　　　　　４．死後のケアとは

　　　　　　　５．援助の実際

第２編　患者の心理
　３．経過別にみた患者の心理の特徴 17 講義 配点10点
　Ⅰ．急性期にある患者の心理 (6)

　　　A.急性期にある患者の特徴

　　　B.急性期にある患者の心理的特徴

　　　　　　１．患者の心理

　　　　　　２．家族の心理

　　　C.急性期にある患者へのかかわりの実際

　Ⅱ．回復期にある患者の心理



時間 教育方法 備考授業内容

　　　A.回復期にある患者の特徴

　　　B.回復期にある患者の心理的特徴

　　　　　　１．患者の心理

　　　　　　２．家族の心理

　　　C.回復期にある患者へのかかわりの実際

　Ⅲ．慢性期にある患者の心理

　　　A.慢性期にある患者の特徴

　　　B.慢性期にある患者の心理的特徴

　　　　　　１．患者の心理

　　　　　　２．家族の心理

　　　C.慢性期にある患者へのかかわりの実際

　Ⅳ．終末期にある患者の心理

　　　A.終末期にある患者の特徴

　　　B.終末期にある患者の心理的特徴

　　　　　　１．患者の心理

　　　　　　２．キューブラ―・ロスの死の受容過程

　　　　　　３．家族の心理

　　　C.終末期にある患者へのかかわりの実際

　４．治療を受ける患者の心理 (6) 講義

　Ⅰ．手術を受ける患者の心理

　　　A.手術療法の特徴

　　　B.手術を受ける患者の心理的特徴

　　　　　　１．患者の心理

　　　　　　２．家族の心理

　　　C.手術を受ける患者へのかかわりの実際

　Ⅱ．化学療法を受ける患者の心理

　　　A.化学療法の特徴

　　　B.化学療法を受ける患者の心理的特徴

　　　　　　１．患者の心理

　　　　　　２．家族の心理

　　　C.化学療法を受ける患者へのかかわりの実際

　Ⅲ．透析療法を受ける患者の心理

　　　A.透析療法の特徴

　　　B.透析を受ける患者の心理的特徴

　　　　　　１．患者の心理

　　　　　　２．家族の心理

　　　C.透析を受ける患者へのかかわりの実際

　Ⅳ．リハビリテーションを受ける患者の心理

　　　A.リハビリテーションとは

　　　B.リハビリテーションを受ける患者の心理的特徴

　　　　　１．患者の心理

　　　　　２．家族の心理

　　　C.リハビリテーションを受ける患者へのかかわりの実際

　５．療養の場からみた患者の心理

　Ⅰ．入院患者の心理 (5) 講義

　　　A.入院患者の心理の特徴

　　　　１．疾病の回復に対する期待と不安

　　　　２．単調な入院生活への不満、無気力化

　　　　３．社会復帰に対する不安と意欲の欠如

　　　　４．経済問題に対する不安

　　　　５．退院後の家族や友人との関係に関する期待と不安

　　　B.入院患者の家族の心理的特徴



時間 教育方法 備考授業内容

　　　　１．通院して世話することの大変さ

　　　　２．家族の生活への影響

　　　　３．見通しがもてないつらさ

　　　C．長期入院患者へのかかわりの実際

　Ⅱ．在宅療養中の患者の心理

　　A.在宅療養中の患者の心理的特徴

　　　１．自宅で生活できる喜び

　　　２．在宅で療養することへの不安

　　　３．家族に対する遠慮と攻撃

　　　４．在宅療養での疎外感・孤独感

　　B.在宅療養中の患者を介護する家族の心理的特徴

　　　１．家族の機能と介護者の価値観

　　　２．介護に対する負担感

　　　3．老老介護

　　　４．人としての道を遂行している満足感

　　C.在宅療養中の患者・家族へのかかわりの実際

◎試験・解説 2

◎集中講義 まとめ　2年次 4

テキスト

　　　　看護学入門６　　基礎看護Ⅱ　（基礎看護技術）　　　メヂカルフレンド社

評価方法

終講試験（100点:第１編９０点、第２編１０点）　授業態度　　課題提出状況


